
Title 上博楚簡『命』釈読

Author(s) 草野, 友子

Citation 中国研究集刊. 2012, 55, p. 96-110

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/58637

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



中
国
研
究
集
刊 

剣
号
（
総
五
十
五
号
）
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

九
六
︱
一
一
〇
頁

上
博
楚
簡
『
命
』
釈
読

草
野
友
子

本
稿
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
八
）』（
馬
承
源
主

編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
五
月
。
以
下
、
上
博
楚

簡
）
所
収
の
『
命
』
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
釈
読
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
上
博
楚
簡
『
命
』
の
基
礎
情
報
を
確
認
し
、

続
い
て
全
体
の
釈
読
を
行
う
。

一
、
基
礎
情
報

（
一
）
書
誌
情
報

ま
ず
、「
釈
文
考
釈
」
の
担
当
者
（
以
下
、
整
理
者
）
陳
佩
芬

氏
に
よ
る
「
説
明
」
に
基
づ
い
て
、
本
篇
の
書
誌
情
報
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

全
十
一
簡
、全
て
完
簡
。
簡
長
は
三
十
三
・
一
～
三
十
三
・
四
㎝
、

編
綫
は
両
道
。
右
契
口
で
あ
り
、
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
は

九
・
五
㎝
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
は
十
五
㎝
、
第
二
契

口
か
ら
下
端
ま
で
は
八
・
六
～
八
・
九
㎝
で
あ
る
。

9.5
㎝

15
㎝

8.6
〜
8.9
㎝

簡
長

33.1
〜
33.4
㎝

文
字
は
竹
黄
面
に
書
写
さ
れ
、
竹
簡
の
冒
頭
や
末
端
に
留
白
は

な
い
。
字
体
は
整
っ
て
お
り
、
文
字
と
文
字
と
の
間
隔
は
近
い
。

各
簡
の
字
数
は
二
十
五
～
二
十
九
字
と
均
等
で
は
な
く
、
全
二
百

七
十
四
字
。
そ
の
う
ち
重
文
は
二
字
、
合
文
は
四
字
。
本
篇
に
は

墨
釘
が
六
つ
あ
り
、
第
９
簡
に
二
つ
、
第
５
簡
・
第
６
簡
・
第
７

簡
・
第
10
簡
に
各
一
つ
。
ま
た
、
第
７
簡
と
第
11
簡
に
は
墨
鉤
が

一
つ
あ
る
。

本
篇
の
第
11
簡
背
面
の
中
央
部
に
は
「
命
」
と
書
写
さ
れ
て
お
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り
、
慣
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
篇
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
竹
簡
の
排
列

上
博
楚
簡
『
命
』
は
、
整
理
者
に
よ
る
竹
簡
排
列
に
問
題
が
あ

り
、
す
で
に
再
排
列
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
上

博
楚
簡
第
八
分
冊
所
収
の
『
王
居
』『
志
書
乃
言
』
と
『
命
』
と

は
竹
簡
の
形
制
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
篇
は
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
三
篇
の
竹
簡
形

制
を
図
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
排
列
案
を
提
示
す
る
。

・�

復
旦
吉
大
古
文
字
専
業
研
究
生
聯
合
読
書
会
（
以
下
、
読
書

会
）命

１
＋
命
２
＋
命
３
＋
命
６
＋
命
７
＋
命
８
＋
命
９
＋
命
10

＋
命
11

王
居
１
＋
乃
言
１
＋
乃
言
３
…
…
乃
言
４
＋
乃
言
６
＋
乃
言

７
＋
王
居
５
＋
王
居
６
＋
王
居
７

＊�

読
書
会
は
、
篇
題
が
『
王
居
』
に
は
あ
っ
て
『
志
書
乃
言
』

に
は
な
い
こ
と
や
、『
王
居
』『
志
書
乃
言
』『
命
』
の
竹
簡

形
制
と
字
体
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
排
列
が
可
能
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
王
居
２
・
３
・
４
、
乃
言
５
、

命
４
・
命
５
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
排
列
す
べ
き
か
、

欠
簡
が
あ
る
の
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
が

待
た
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

・
陳
剣
氏

王
居
１
＋
乃
言
１
＋
乃
言
２
＋
乃
言
３
＋
命
４
＋
命
５
＋
乃

言
５
＋
乃
言
４
＋
乃
言
６
＋
乃
言
７
＋
王
居
５
＋
王
居
６
＋

王
居
２
＋
王
居
７

＊�

陳
剣
氏
は
、
読
書
会
の
排
列
案
お
よ
び
読
書
会
「
上
博
八

《
命
》
校
読
」
下
部
の
学
者
評
論
や
、
簡
帛
網
の
簡
帛
論
壇

に
て
提
示
さ
れ
た
排
列
案
を
受
け
た
上
で
、
再
排
列
案
を
提

示
し
て
い
る
。
こ
の
排
列
案
で
は
、
王
居
３
と
王
居
４
は
除

簡
数
簡
長

簡
端
編
綫
契
口
（
契
口
間
の
距
離
）

字
数
（
簡
毎
）

篇
題

命

11

33.1
～
33.4
㎝

平
斉
両
道
右
（
9.5
㎝
、
15.0
㎝
、
8.6
～
8.9
㎝
）

274
字
（
25
～
29
字
）
「
命
」（
第
11
簡
背
面
）

王
居
７

33.1
～
33.2
㎝

平
斉
両
道
右
（
9.3
～
9.6
㎝
、
14.8
～
15.0
㎝
、
8.7
～
8.8
㎝
）
152
字
（
23
～
25
字
）
「
王
居
」（
第
１
簡
背
面
）

志
書

乃
言
８

33.1
～
33.2
㎝

平
斉
両
道
右
（
9.3
～
9.5
㎝
、
14.8
～
15.0
㎝
、
8.7
～
8.8
㎝
）
169
字
（
23
～
25
字
）
な
し

（ 97 ）



外
さ
れ
、
命
４
・
命
５
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る（
1
）。

・
陳
偉
氏

王
居
１
＋
王
居
３
＋
乃
言
１
＋
乃
言
２
＋
乃
言
３
＋
乃
言
４

＋
乃
言
６
＋
乃
言
７
＋
王
居
５
＋
命
４
＋
命
５
＋
王
居
２
＋

王
居
４
＋
乃
言
５
＋
王
居
６
＋
王
居
７

＊�

陳
偉
氏
は
、
読
書
会
や
陳
剣
氏
ら
の
排
列
案
を
受
け
つ
つ

も
、
そ
の
順
序
は
い
く
つ
か
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
排
列
案

で
は
、
王
居
３
・
４
を
含
む
全
竹
簡
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。

・
浅
野
裕
一
氏

王
居
１
＋
乃
言
１
＋
乃
言
２
＋
乃
言
３
＋
命
４
＋
命
５
＋
乃

言
５
＋
乃
言
４
＋
乃
言
６
＋
乃
言
７
＋
王
居
５
＋
王
居
６
＋

王
居
３
＋
王
居
４
＋
王
居
２
＋
王
居
７

＊�

浅
野
氏
は
、
読
書
会
や
陳
剣
氏
の
再
排
列
案
を
受
け
、
そ
こ

に
王
居
３
・
４
を
組
み
込
ん
だ
再
排
列
案
を
提
示
し
て
い

る
。
こ
の
排
列
案
で
も
、
全
竹
簡
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。

・�

な
お
、
沈
培
氏
は
、
乃
言
８
は
上
博
楚
簡
『
平
王
与
王
子
木
』

第
四
簡
の
下
に
接
続
す
る
と
い
う
案
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
の

案
は
諸
研
究
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
ら
の
竹
簡

形
制
・
字
体
は
同
一
）。

→�

「
王
子
不
知
麻
、
王
子
不
得
君
楚
邦
、
或
不
得
臣
楚
邦
。」

（
平
王
与
王
子
木
４
＋
乃
言
８
）

こ
の
よ
う
に
、
三
篇
の
う
ち
唯
一
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い

『
志
書
乃
言
』
は
単
独
の
文
献
で
は
な
く
、
全
竹
簡
が
『
王
居
』

と
『
平
王
与
王
子
木
』
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
一
方
、『
命
』
に
は
篇
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

だ
け
で
一
応
独
立
し
た
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研

究
は
『
命
』
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
第
４
簡
・
第
５
簡
を
除
外
し

て
い
る
。
そ
の
第
４
簡
と
第
５
簡
と
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
第
４
簡
と
第
５
簡
と
を
除
外
し
て

『
命
』
を
釈
読
す
る
こ
と
自
体
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
に
従
い
、
第
４
簡
・
第
５
簡
を

除
外
し
て
『
命
』
の
釈
読
を
行
う（
2
）。

二
、
釈
読

本
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
命
』
全
体
の
釈
読
を
提
示
す
る
。
以

下
、
凡
例
、
原
文
、
釈
文
、
訓
読
、
和
釈
、
語
注
の
順
に
掲
げ
る
。

《
凡
例
》

・�「
原
文
」
の
【　

】
内
の
算
用
数
字
は
竹
簡
番
号
を
示
す
。「
正
」

は
竹
簡
の
表
面
、「
背
」
は
竹
簡
の
背
面
を
示
す
。「
■

」
は
墨

釘
、「

┗

」
は
墨
鉤
、「
〓
」
は
合
文
符
号
・
重
文
符
号
を
示

す
。

（ 98 ）



・�「
釈
文
」
は
、
整
理
者
に
よ
る
原
釈
文
と
異
説
と
を
参
考
に
し

て
、
筆
者
が
最
終
的
に
確
定
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
。

・�「
和
釈
」
中
の
（　

）
は
、
そ
の
直
前
の
語
句
や
内
容
に
関
す

る
補
足
説
明
等
を
行
っ
た
も
の
、〔　

〕
は
、
筆
者
が
文
意
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
語
句
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

・�「
語
注
」
で
は
、
筆
者
が
重
要
と
判
断
し
た
も
の
の
み
を
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
氏
の
説
を
注
記
す
る
場
合
、
そ
の
氏
名

の
み
を
掲
げ
る
。
論
文
・
札
記
の
題
目
や
掲
載
年
月
日
等
に
つ

い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
「
参
考
文
献
」
に
列
記
し
て
い
る
。

《
原
文
》

あ
（
葉
）
公
子
高
之
子
見
於
命
（
令
）
尹
子
〓
春
〓
（
子
春
、

子
春
）
胃
（
謂
）
之
曰
、「
君
王
い
（
躳
、
窮
）
亡
人
、
命
う

（
吾
）
爲
楚
邦
、
え
（
恐
）
不
【
１
】
能
、

（
以
）
辱
お
（
鋪
、

鈇
︱
斧
）
か
（
歩
、
疐
︱
鑕
）。
先
夫
〓
（
先
大
夫
）
之
き
（

、

風
・
諷
）
く
（
信
、
教
）
け
（
眯
、
遺
）
命
、
亦
可

（
以
）
告

我
。」
こ
（
答
）
曰
、「
さ
（
僕
）
既
㝵
（
得
）
辱
見
（
視
）
日

【
２
】
之
廷
、
命
求
言

（
以
）
こ
（
答
）、
唯
（
雖
）
お
（
鋪
、

鈙
︱
伏
・
負
）
於
お
（
鋪
、
鈇
︱
斧
）
か
（
歩
、
疐
︱
鑕
）、
命

勿
之
敢
韋
（
違
）。
女
（
如
）

（
以
）
し
（
僕
）
之
觀
見
（
視
）

日
也
、【
３
】
十
又
（
有
）
晶
（
厽
︱
三
）
亡
さ
（
僕
）
■

。」
命

（
令
）
尹
曰
、
先
夫
〓
（
先
大
夫
）
ね
（
司
）
命
（
令
）
尹
、
受

司
馬
、
の
（
紿
︱
治
）
楚
邦
之
正
（
政
）、
む
（
黔
）
頁
（
首
）

ひ
（
萬
）
民
、【
６
】
莫
不
忻
（
欣
）
憙
（
喜
）
■

、
四
海
之
內
、

莫
弗
び
（
聞
）。
子
胃
（
謂
）
昜
（
陽
）
爲
せ
（
賢
）
於
先
夫
〓

（
大
夫
）、
請
昏
（
問
）
亓
（
其
）
古
（
故
）

┗

。」
こ
（
答
）
曰
、

【
７
】「
亡
さ
（
僕
）
之
尚
（
掌
）
楚
邦
之
正
（
政
）、
ふ
（
坐
）

へ
（
友
）
五
人
、
立
へ
（
友
）
七
人
、
君
王
之
所

（
以
）
命
與

祈
（
所
）
爲
於
楚
【
８
】
邦
、
必
內
（
入
）
ほ
（
偶
）
之
於
十
へ

（
友
）
又
（
有
）
三
■

、
皆
亡
憨
（
や
︱
留
）
安
（
焉
）
而
行
之
。

含
（
今
）
見
（
視
）
日
爲
楚
命
（
令
）
尹
■

、
ふ
（
坐
）
へ
（
友
）

亡
【
９
】
一
人
、
立
へ
（
友
）
亡
一
人
、
而
邦
正
（
政
）
不
敗
、

さ
（
僕
）

（
以
）
此
胃
（
謂
）
見
（
視
）
日
十
又
（
有
）
晶

（
厽
︱
三
）
亡
さ
（
僕
）
■

。」
命
（
令
）
尹
曰
、「
尚
（
甚
）
善
。」

安
（
焉
）
ま
（
樹
）【
10
】
ふ
（
坐
）
へ
（
友
）
三
人
、
立
へ

（
友
）
三
人

┗

。【
11
正
】

　

命
【
11
背
】

《
釈
文
》

葉
公
子
高
之
子
見
於
令
尹
子
春
。
子
春
謂
之
曰
、「
君
王
窮
亡

人
、
命
吾
爲
楚
邦
、
恐
不
能
以
辱
斧
鑕
。
先
大
夫
之
風
教
遺
命
、

亦
可
以
告
我
。」
答
曰
、「
僕
既
得
辱
視
日
之
廷
、
命
求
言
以
答
。

雖
伏
於
斧
鑕
、
命
勿
之
敢
違
。
如
以
僕
之
觀
視
日
也
、
十
有
三
亡

僕
。」
令
尹
曰
、「
先
大
夫
司
令
尹
、
受
司
馬
、
治
楚
邦
之
政
。
黔

（ 99 ）



首
萬
民
莫
不
欣
喜
、
四
海
之
内
莫
弗
聞
。
子
謂
陽
爲
賢
於
先
大

夫
、
請
問
其
故
。」
答
曰
、「
亡
僕
之
掌
楚
邦
之
政
、
坐
友
五
人
、

立
友
七
人
。
君
王
之
所
以
命
與
所
爲
於
楚
邦
、
必
入
偶
之
於
友
十

有
三
、
皆
亡
留
焉
而
行
之
。
今
視
日
爲
楚
令
尹
、
坐
友
亡
一
人
、

立
友
亡
一
人
、
而
邦
政
不
敗
。
僕
以
此
謂
視
日
十
有
三
亡
僕
。」

令
尹
曰
、「
甚
善
。」
焉
樹
坐
友
三
人
、
立
友
三
人
。

命
《
訓
読
》

葉
公
子
高
の
子 

令
尹
子
春
に
見ま
み

ゆ
。
子
春 

之
に
謂
い
て
曰

く
、「
君
王 

人
亡な

き
に
窮く
る

し
み
、
吾
に
命
じ
て
楚
邦
を
為お
さ

め
し
む

る
も
、
能
く
せ
ず
し
て
以
て
斧
鑕
を
辱
か
た
じ
け
なく

す
る
を
恐
る
。
先
大

夫
の
風
教
遺
命
も
亦
た
以
て
我
に
告
ぐ
べ
け
ん
や
。」
と
。
答
え

て
曰
く
、「
僕
は
既
に
視
日
の
廷
を
辱
か
た
じ
け
なく
す
る
を
得
、
命
も
て

言
を
求
め
ら
る
れ
ば
以
て
答
え
ん
。
斧
鑕
に
伏
す
と
雖
も
、
命
も

て
之
を
敢
え
て
違さ

る
こ
と
勿
し
。
如
し
僕
の
視
日
を
観
る
を
以
て

す
る
や
、
十
有
三
の
亡
僕
な
り
。」
と
。
令
尹
曰
く
、「
先
大
夫
は

令
尹
を
司
り
、
司
馬
を
受
け
、
楚
邦
の
政
を
治
む
。
黔
首
万
民
は

欣
喜
せ
ざ
る
な
く
、
四
海
の
内
に
聞
こ
え
ざ
る
な
し
。
子 

陽
も

て
先
大
夫
よ
り
賢
と
為
す
と
謂
う
。
請
う
其
の
故
を
問
わ
ん
。」

と
。
答
え
て
曰
く
、「
亡
僕
の
楚
邦
の
政
を
掌
る
に
、
坐
友
五
人
、

立
友
七
人
あ
り
。
君
王
の
命
を
以
て
す
る
所
と
楚
邦
を
為お
さ

む
る
所

と
は
、
必
ず
入
れ
て
之
を
友
十
有
三
よ
り
偶
し
、
皆
留
む
る
こ
と

亡
く
し
て
之
を
行
う
。
今 

視
日 

楚
の
令
尹
と
為
り
、
坐
友 

一

人
亡
く
、
立
友 

一
人
亡
く
、
而
れ
ど
も
邦
政
は
敗
れ
ず
。
僕 

此

を
以
て
視
日
は
十
有
三
の
亡
僕
と
謂
う
な
り
。」
と
。
令
尹
曰
く
、

「
甚
だ
善
し
。」
と
。
焉す
な
わち
坐
友
三
人
、
立
友
三
人
を
樹
つ
。

命
《
和
釈
》

葉
公
子
高
の
子
は
令
尹
子
春
に
謁
見
し
た
。
子
春
は
葉
公
子
高

の
子
に
言
っ
た
、「
君
王
は
人
材
不
足
に
苦
し
ん
で
お
り
、
私
に

楚
国
を
治
め
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
が
、
う
ま
く
治
め
る
こ
と
が
で

き
ず
に
斧
鑕
〔
の
刑
罰
〕
を
あ
り
が
た
く
も
頂
戴
す
る
こ
と
を
恐

れ
て
い
ま
す
。
先
大
夫
（
葉
公
子
高
）
の
教
誨
や
遺
命
を
ど
う
か

私
に
告
げ
て
く
だ
さ
い
。」
と
。〔
葉
公
子
高
の
子
は
〕
答
え
て

言
っ
た
、「
私
は
既
に
視
日
（
令
尹
子
春
）
の
朝
廷
に
あ
り
が
た

く
も
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
命
令
に
よ
っ
て
言
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
斧
鑕
の
刑
罰
に
伏
す
こ
と

に
な
る
と
し
て
も
、
命
令
に
よ
っ
て
こ
れ
を
あ
え
て
避
け
る
よ
う

な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
も
し
私
が
視
日
（
令
尹
子
春
）
を
見
て
考

え
る
な
ら
ば
、
十
三
人
の
亡
父
〔
に
相
当
す
る
能
力
が
あ
る
の
〕

で
す
。」
と
。
令
尹
は
言
っ
た
、「
先
大
夫
（
葉
公
子
高
）
は
令
尹

を
司
り
、
司
馬
を
受
け
、
楚
国
の
政
を
治
め
ま
し
た
。
人
民
た
ち
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は
喜
ば
な
い
も
の
は
な
く
、
国
中
に
〔
そ
の
名
声
が
〕
聞
こ
え
な

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
（
あ
な
た
）
は
陽
（
子
春
）

を
先
大
夫
よ
り
優
秀
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。」
と
。〔
葉
公
子
高
の
子
は
〕
答
え
て
言
っ
た
、

「
亡
父
が
楚
国
の
政
を
掌
っ
て
い
た
と
き
、
坐
友
（
そ
ば
に
座
っ

て
議
論
し
合
う
友
）
五
人
、
立
友
（
そ
ば
に
立
っ
て
議
論
し
合
う

友
）
七
人
が
い
ま
し
た
。
君
王
が
命
令
す
る
と
き
と
楚
国
を
治
め

る
と
き
に
は
、
必
ず
〔
朝
廷
に
十
二
人
を
〕
入
れ
て
こ
れ
（
楚
国

の
政
策
）
を
友
十
三
人
に
よ
っ
て
議
論
し
、
皆
滞
る
こ
と
な
く
こ

れ
（
政
策
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
、
視
日
（
子
春
）
は
楚
の
令

尹
と
な
り
、
坐
友
は
一
人
も
お
ら
ず
、
立
友
も
一
人
も
お
り
ま
せ

ん
が
、
し
か
し
国
の
政
治
は
失
敗
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
こ

と
か
ら
視
日
（
子
春
）
は
十
三
人
の
亡
父
〔
に
相
当
す
る
能
力
が

あ
る
〕
と
言
う
の
で
す
。」
と
。
令
尹
は
言
っ
た
、「
大
変
良
い
お

言
葉
で
す
。」
と
。
そ
こ
で
〔
子
春
は
〕
坐
友
三
人
、
立
友
三
人

を
設
け
た
。

命
《
語
注
》

（
１
）�

葉
公
子
高
之
子
…
葉
公
子
高
と
は
、
楚
の
左
司
馬
で
あ
っ

た
沈
尹
戌
沈
の
子
。
諸
梁
、
沈
諸
梁
と
も
呼
ば
れ
る
。『
論
語
』

述
而
篇
や
子
路
篇
に
出
て
く
る
葉
公
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
前

四
七
九
年
、
白
公
勝
が
叛
乱
を
起
こ
し
て
王
を
称
し
た
際
、
葉

公
子
高
は
葉
の
地
の
軍
を
率
い
て
楚
に
救
援
に
向
か
い
、
白
公

勝
を
討
ち
滅
ぼ
し
た
。
ま
た
、『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
伝
に

「
沈
諸
梁
兼
二
事
、
國
寧
、
乃
使
寧
爲
令
尹
、
使
寛
爲
司
馬
、

而
老
於
葉
（
沈
諸
梁
二
事
を
兼
ぬ
。
国
寧
し
。
乃
ち
寧
を
し
て

令
尹
と
為
ら
し
め
、
寬
を
し
て
司
馬
と
為
ら
し
め
、
而
し
て
葉

に
老
す
）」
と
あ
り
、
こ
れ
は
本
篇
の
「
先
大
夫
司
令
尹
、
受
司

馬
、
治
楚
邦
之
政
」
と
い
う
記
述
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

葉
公
子
高
の
子
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
整
理
者

は
「
之
子
」
の
二
字
は
衍
字
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
浅
野
裕
一
氏
は
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
葉
公
子

高
は
死
去
し
て
い
る
た
め
、
整
理
者
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
本
篇
全
体
を
考
え
る
と
、
浅
野
氏
の
見
解
通

り
、「
之
子
」
は
衍
字
で
は
な
く
、「
葉
公
子
高
之
子
」
を
指
す

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
２
）�

令
尹
子
春
…
整
理
者
は
、
令
尹
子
春
は
春
秋
時
代
の
魯
の

楽
正
子
春
で
あ
る
と
し
て
、
楚
に
至
っ
た
後
に
楚
王
の
重
用
を

受
け
、
令
尹
に
任
命
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
読
書

会
は
、
こ
の
解
釈
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
魯
の
楽
正

子
春
と
令
尹
子
春
と
は
同
名
の
別
人
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、
浅
野
氏
は
、
令
尹
子
春
の
名
が
上
博
楚
簡

『
王
居
』
に
も
見
え
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
令
尹
子
春
は
楚
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の
恵
王
の
時
の
人
で
、
白
公
勝
の
叛
乱
平
定
後
に
子
西
（
昭
王

の
頃
か
ら
の
令
尹
）
の
後
継
者
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
３
）�
君
王
…
本
篇
で
は
、
楚
の
恵
王
を
指
す
。
楚
の
昭
王
の

子
。
在
位
、
前
四
八
八
年
～
前
四
三
二
年
。『
史
記
』
楚
世
家

に
よ
る
と
、
楚
の
昭
王
は
臨
終
の
際
に
弟
の
子
閭
に
後
事
を
託

し
た
が
、
子
閭
は
子
西
・
子
綦
（
左
伝
で
は
子
綦
は
子
期
に
作

る
。
昭
王
の
兄
、
公
子
申
と
公
子
結
）
ら
と
図
っ
て
、
章
（
後

の
恵
王
）
を
王
位
に
つ
か
せ
た
。
恵
王
二
年
、
子
西
は
太
子
建

の
子
で
あ
る
勝
を
呉
か
ら
呼
び
戻
し
て
巣
の
大
夫
に
任
命
し
、

白
公
と
称
さ
せ
た
。
恵
王
六
年
、
白
公
勝
は
旧
怨
の
あ
る
鄭
を

攻
め
る
よ
う
要
請
し
、
令
尹
子
西
は
許
可
し
た
が
、
軍
は
発
動

さ
れ
な
か
っ
た
。
恵
王
八
年
、
晋
が
鄭
に
侵
攻
し
、
鄭
は
楚
に

救
援
を
求
め
た
。
子
西
は
鄭
を
救
援
し
、
鄭
か
ら
賄
賂
を
受
け

た
た
め
、
白
公
勝
は
怒
っ
て
勇
士
を
率
い
て
子
西
・
子
綦
（
子

期
）
ら
を
殺
害
し
、
自
ら
王
を
称
し
た
。
恵
王
は
昭
王
の
夫
人

の
宮
に
逃
げ
込
ん
だ
た
め
に
無
事
で
あ
っ
た
。
一
ヶ
月
あ
ま
り

が
経
過
し
た
際
、
葉
公
は
楚
に
救
援
に
向
か
い
、
恵
王
は
白
公

勝
を
討
っ
て
復
位
し
た
。
恵
王
十
三
年
、
呉
王
夫
差
が
楚
に
侵

攻
し
た
。
恵
王
十
六
年
、
越
が
呉
を
滅
ぼ
し
た
。
恵
王
四
十
二

年
、
楚
は
蔡
を
滅
ぼ
し
た
。
恵
王
四
十
四
年
、
楚
は
杞
を
滅
ぼ

し
、
秦
と
和
睦
し
た
。
恵
王
五
十
七
年
、
恵
王
が
没
し
、
そ
の

跡
を
子
の
簡
王
が
継
い
だ
。

（
４
）�

窮
亡
人
…
整
理
者
は
「
い
」
を
「
躳
」（
す
な
わ
ち
「
躬
」）

と
釈
読
し
て
い
る
（「
躳
、
从
呂
、
从
身
。
躬
、
俗
从
弓
・
見
。」

（『
説
文
解
字
』
身
部
）、「
从
呂
者
、
身
以
呂
爲
柱
也
、
人
形
曲

鞠
躳
者
、
斂
曲
之
皃
也
。
弓
身
者
、
曲
之
會
也
。」（
段
玉
裁

注
）、「
王
躬
自
保
。」（『
詩
経
』
大
雅
・
烝
民
）、「
躬
、
身
也
。」

（
鄭
玄
箋
））。
ま
た
、
整
理
者
は
「
亡
人
」
と
釈
読
し
、
こ
れ

は
亡
命
し
た
人
の
こ
と
で
あ
り
、
恵
王
が
か
つ
て
白
公
勝
に

よ
っ
て
攻
め
入
ら
れ
た
と
き
に
亡
命
し
た
こ
と
を
指
す
と
述
べ

る
（「
臣
聞
、
亡
人
無
黨
必
有
讎
。」（『
左
伝
』
僖
公
九
年
伝
）、

「
田
忌
亡
人
也
、
而
得
封
、
必
德
王
。」（『
戦
国
策
』
斉
策
））。

一
方
、
読
書
会
は
「
い
」
を
「
窮
」
と
釈
読
し
、「
窮
」
と

「
亡
」
は
同
義
の
連
用
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
い
」
は
読
書
会
に
従
い
「
窮
」
と

釈
読
す
る
が
、「
亡
人
」
は
「
無
人
」
す
な
わ
ち
人
材
不
足
を

意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
左
伝
』
文
公

十
三
年
伝
に
、「
子
無
謂
秦
無
人
、
吾
謀
適
不
用
也
（
子�

秦
に

人
無
し
と
謂
う
無
か
れ
、
吾
が
謀
適
た
ま
た
ま

用
い
ら
れ
ざ
る
な
り
）」

と
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
子
春
の
発
言
は
、
君
王
は
深
刻
な
人

材
不
足
に
苦
し
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
自
分
（
子
春
）
の
よ
う

な
者
が
令
尹
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
謙
遜
の
言
葉
で
あ
る
と
解

釈
す
る
。
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（
５
）�

辱
斧
鑕
…
「
斧
鑕
」
に
つ
い
て
は
、整
理
者
は
「
お
（
鋪
）

か
（
歩
）」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
読
書
会
は
、
こ
の
二
字
は

上
博
楚
簡
『
申
公
臣
霊
王
』
に
見
え
る
「
斧
鑕
」（
腰
切
り
・

銅
切
り
を
す
る
た
め
の
刑
具
）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
字

形
の
上
か
ら
も
読
書
会
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、「
斧
鑕
」
と
釈
読
す
る
。

「
辱
斧
鑕
」
の
「
辱
」
は
、
か
た
じ
け
な
く
も
（
あ
り
が
た

く
も
）
頂
戴
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
も
や
は
り
子
春

の
謙
遜
の
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
伝

世
文
献
に
も
た
び
た
び
見
ら
れ
る
（「
君
惠
徼
福
於
敝
邑
之
社

稷
、
辱
収
寡
君
、
寡
君
之
願
也
。」（『
左
伝
』
僖
公
四
年
伝
）、

「
國
家
得
微
有
事
乎
。
君
何
爲
非
時
而
夜
辱
。」（『
晏
子
春
秋
』

内
篇
雑
上
）
な
ど
）。
ま
た
、
下
文
の
「
僕
既
得
辱
視
日
之
廷
、

命
求
言
以
答
」
も
、
葉
公
子
高
の
子
の
謙
遜
の
言
葉
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
６
）�

風
教
遺
命
…
整
理
者
は
「
き
」
と
隷
定
し
、「

」
と
釈

読
し
て
い
る
が
、
読
書
会
は
「
諷
」
と
釈
読
す
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
整
理
者
は
「
く
」
と
隷
定
し
、

「
信
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
読
書
会
は
「
め
」
の
訛
写
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
陳
偉
氏
は
読
書
会
の
解
釈
に
理
解

を
示
し
つ
つ
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
に
見
ら
れ
る
「
め
」
の

用
例
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
「
教
」
の
異
体
字
で
は
な
い
か
と
の

見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
を
「
風
教
」
と
釈

読
し
、
教
誨
の
意
味
を
指
す
と
し
て
、
下
文
の
「
遺
命
」
と
繋

が
っ
て
い
る
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
陳
偉

氏
の
説
に
従
っ
て
釈
読
し
た
。

（
７
）�

視
日
…
整
理
者
は
「
見
日
之
廷
」
と
は
、
楚
王
の
朝
廷
を

指
し
、
楚
王
が
政
治
を
行
い
訴
訟
の
判
決
を
行
う
場
所
で
あ
る

と
す
る
。
一
方
、
読
書
会
は
「
見
」
を
「
視
」
と
釈
読
す
る
。

「
視
日
」
に
つ
い
て
は
、
上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
に
「
卜
令

尹
陳
省
爲
視
日
（
卜
令
尹
陳
省 

視
日
為
り
）」
と
あ
り
、
上
博

楚
簡
『
君
人
者
何
必
安
哉
』
に
も
「
敢
告
於
視
日
（
敢
え
て
視

日
に
告
ぐ
）」
と
あ
る
。
陳
偉
氏
は
こ
れ
ま
で
、「
視
日
」
と
は

楚
王
の
尊
称
も
し
く
は
官
名
で
あ
る
と
の
説
を
提
示
し
て
い
た

が
、
本
篇
で
の
「
視
日
」
は
確
実
に
令
尹
子
春
を
指
し
て
い
る

た
め
、
楚
王
お
よ
び
高
級
官
僚
の
尊
称
で
あ
る
と
の
見
解
を
新

た
に
提
示
し
て
い
る
。

本
篇
の
下
文
に
は
、「
今
視
日
爲
楚
令
尹
」
と
あ
る
た
め
、

陳
偉
氏
の
述
べ
る
と
お
り
、
本
篇
の
「
視
日
」
は
確
か
に
令
尹

子
春
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
「
視
日
」
と
釈
読
し
、
令
尹
子
春
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈

す
る
。

（
８
）�

伏
於
斧
鑕
…
整
理
者
は
一
字
目
を
「
お
」
と
隷
定
し
、

「
鋪
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
読
書
会
は
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
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と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
鈙
」
と
隷
定
し
、
伝
世
文
献
で
は

通
常
「
斧
鑕
」
と
「
伏
」「
負
」
が
連
な
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、

「
鈙
」
は
「
伏
」「
負
」
と
音
が
近
い
こ
と
か
ら
、「
伏
」
も
し

く
は
「
負
」
と
釈
読
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い

る
。
確
か
に
伝
世
文
献
に
お
い
て
「
伏
斧
鑕
」
と
い
う
用
例
が

見
ら
れ
る
た
め
（「
遂
伏
斧
鑕
、
曰
、
命
在
君
。」（『
韓
詩
外

伝
』））、
こ
こ
で
は
、
読
書
会
の
解
釈
に
従
う
。

（
９
）�

十
有
三
亡
僕
…
整
理
者
は
「
晶
」
と
隷
定
し
、「
三
」
と

釈
読
し
て
い
る
が
、
読
書
会
は
「
厽
」
と
隷
定
し
、「
三
」
と

釈
読
し
て
い
る
。

�

は
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
や
上
博
楚
簡

『
子
羔
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
字
形
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
厽
」

と
隷
定
さ
れ
、「
三
」
も
し
く
は
「
參
」
と
釈
読
さ
れ
て
い
る
。

字
形
の
面
か
ら
も
「
厽
」
と
隷
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

「
亡
僕
」
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
は
「
僕
」
の
下
に
墨
節
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
み
で
、
解
説
は
加
え
て
い
な

い
。
読
書
会
は
「
葉
公
子
高
之
子
」
の
亡
父
（
す
な
わ
ち
子

高
）
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
と
し
て
、「
十
有
三
亡
僕
」
と
は

令
尹
子
春
の
才
能
が
十
三
人
の
子
高
に
相
当
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
遠
回
し
に
諫
め
た
こ
と
ば
で
あ
る
と
解
説
し
て
い

る
。
陳
偉
氏
は
、「
亡
僕
」
が
亡
父
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
と

す
る
読
書
会
の
説
に
対
し
て
、
具
体
的
な
説
明
が
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、「
僕
」
と
「
父
」
と
は
音
が
近
い
た
め
、「
亡
父
」
と

釈
読
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
10
）�

先
大
夫
司
令
尹
、
受
司
馬
、
治
楚
邦
之
政
…
整
理
者
は

「
ね
」
と
隷
定
し
、「
司
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
読
書
会
は
、

「
も
」
と
隷
定
し
、「
司
︱
辭
？
」
と
記
載
し
て
い
る
。
廣
瀬
薫

雄
氏
は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
も
」
は
「
辭
」、「
受
」
は

「
授
」
と
釈
読
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、『
左
伝
』
哀
公
十
六
年

の
「
沈
諸
梁
兼
二
事
、
國
寧
、
乃
使
寧
爲
令
尹
、
使
寛
爲
司

馬
、
而
老
於
葉
」
を
挙
げ
、
葉
公
子
高
が
白
公
勝
の
叛
乱
を
平

定
後
、
令
尹
・
司
馬
を
兼
任
し
て
楚
国
の
安
定
を
保
ち
、
後
に

そ
の
令
尹
・
司
馬
の
職
を
別
の
人
物
に
授
け
た
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
述
べ
る
（
読
書
会
「
上
博
八
《
命
》
校
読
」
学
者
評
論

第
二
十
五
楼
）。
浅
野
氏
は
「
辭
令
尹
」
と
釈
読
し
、「
葉
公
子

高
は
令
尹
に
就
任
す
る
よ
う
に
と
の
恵
王
の
要
請
を
辞
退
し

て
、
軍
事
を
掌
握
す
る
司
馬
の
官
職
に
就
き
、
代
わ
り
に
子
春

が
令
尹
に
な
っ
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、「『
左
伝
』
の

記
事
と
『
命
』
の
内
容
と
は
若
干
の
食
い
違
い
を
見
せ
て
い

る
」
と
も
述
べ
る
。
劉
信
芳
氏
は
、「
先
大
夫
辭
令
尹
、
受

（
授
）
司
馬
、
詒
楚
邦
之
政
」
と
釈
読
し
、
葉
公
子
高
が
自
ら

の
職
を
継
が
せ
、
楚
国
の
政
治
を
伝
え
た
、
と
解
釈
し
て
い
る

（「
詒
厥
孫
謀
、
以
燕
翼
子
」（『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
有
声
）、

「
詒
。
猶
傳
也
。」（
鄭
玄
箋
））。
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本
篇
の
下
文
に
は
、
葉
公
子
高
に
つ
い
て
「
万
民
が
喜
び
、

そ
の
名
声
が
伝
わ
っ
た
」
と
あ
り
、
葉
公
子
高
自
身
の
政
治
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
は
『
左
伝
』
に

あ
る
「
兼
二
事
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
葉
公
子
高
の
子
は
令
尹
子
春
に
対
し
て
、「
亡
僕
の
楚
邦

の
政
を
掌
る
に
」
と
返
答
し
て
お
り
、
や
は
り
葉
公
子
高
が
実

際
に
政
治
を
行
っ
て
い
た
際
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
辭
」
で
は
な
く

整
理
者
に
従
い
「
司
」
と
釈
読
す
る
。

（
11
）�

陽
…
整
理
者
は
「
陽
」
は
高
明
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す

る
が
、
読
書
会
は
そ
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
、「
陽
」

と
は
子
春
の
名
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
解

釈
に
従
う
。

（
12
）�

坐
友
五
人
、
立
友
七
人
…
整
理
者
は
「
へ
」
を
「
右
」
に

釈
読
し
、「
坐
右
」
と
は
「
坐
席
之
右
」
と
い
う
意
味
で
あ
る

と
述
べ
る
。
一
方
、
読
書
会
は
こ
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
と
し

て
、『
列
女
伝
』
母
儀
伝
（
魯
季
敬
姜
）
に
「
桓
公
坐
友
三
人
、

諫
臣
五
人
、
日
舉
過
者
三
十
人
、
故
能
成
伯
業
（
桓
公 

坐
友

三
人
、
諫
臣
五
人
、
日
に
過
を
挙
ぐ
る
者
三
十
人
あ
り
、
故
に

能
く
伯
業
を
成
す
）」
と
い
う
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

『
列
女
伝
』
の
こ
の
箇
所
は
、
斉
の
桓
公
に
「
坐
友
三
人
」、
す

な
わ
ち
対
等
に
座
っ
て
議
論
し
合
う
友
が
三
人
い
た
と
い
う
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
前
後
に
は
周
の
武
王
や
周
公

旦
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
下
見
隆
雄
氏
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
は
「
優
れ
た
臣
の
補
佐
を
得
る
こ
と
に
努
力
・
成
功
し

た
為
政
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
教
訓
話
」
で
あ
る
（
下
見
隆

雄
「『
列
女
伝
』
注
釈
及
び
解
説
Ⅰ
』」、『
広
島
大
学
文
学
部
紀

要
』
第
四
十
三
巻
、
一
九
八
三
年
、
八
十
頁
）。
本
篇
で
は
、

「
坐
友
」
は
そ
ば
に
座
っ
て
議
論
し
合
う
友
、「
立
友
」
は
そ
ば

に
立
っ
て
議
論
し
合
う
友
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈
す
る
。

（
13
）�

所
爲
於
楚
邦
…
整
理
者
は
「
所
」
を
「
祈
」
と
隷
定
し
て

い
る
が
、
読
書
会
が
同
じ
第
８
簡
の
「
所
」
と
同
じ
字
で
あ
る

と
指
摘
す
る
と
お
り
、「
所
」
と
隷
定
す
る
の
が
正
し
い
。

（
14
）�

偶
…
読
書
会
は
、「
ほ
」
の
字
は
上
博
楚
簡
『
平
王
与
王

子
木
』
第
１
簡
に
見
え
、
そ
こ
で
は
「
遇
」
と
釈
読
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
、
本
篇
で
は
匹
偶
の
「
偶
」
と
釈
読
す
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
陳
偉
氏
は
、「
ほ
」
は
「
偶
」「
耦
」

と
釈
読
で
き
、「
窳
」
と
「
愉
」
が
音
通
す
る
こ
と
か
ら
、
愉

悦
あ
る
い
は
労
苦
の
意
味
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
読
書
会
に
従
っ
て
「
偶
」
と
釈
読
し
、「
偶
」
は

「
と
も
が
ら
」
の
意
味
で
取
り
、
仲
間
が
集
ま
っ
て
議
論
す
る

こ
と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

（
15
）　

友
十
有
三
人
…
坐
友
五
人
＋
立
友
七
人
＋
亡
僕
＝
十
三
人

と
い
う
計
算
で
あ
る
。
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（
16
）�

留
…
整
理
者
は�

�

を
「
憨
」
と
隷
定
し
、『
玉
篇
』

�「
愚
也
、
癡
也
。」
を
引
用
し
て
い
る
。
読
書
会
は
こ
の
解
釈
は

お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
り
、
文
字
の
左
上
は
「
隹
」
の
よ
う
で
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
解
釈
は
提
示
し
て
い
な
い
。
浅

野
氏
は
「
懃
」（
つ
つ
し
む
）
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
説
明
は
な
い
。
単
育
辰
氏
は
整
理
者
が
「
憨
」
と
解
釈
し
て

い
る
の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
り
、
こ
の
字
は
「
留
」
に
従
い

「
心
」
に
従
う
と
し
、
上
博
楚
簡
『
緇
衣
』
に
見
え
る�

�

を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
し
て
、「
や
」
は
「
留
」

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
伝
世
文
献
に
「
留
令
」

「
留
事
」「
留
治
」
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

留
ま
る
、
滞
る
、
滞
留
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る

（「
中
處
而
無
敵
、
令
行
而
不
留
。」（『
管
子
』
兵
法
）、「
兼
聽

齊
明
而
百
事
不
留
。」（『
荀
子
』
君
道
）「
靳
令
則
治
不
留
。
法

平
則
吏
無
奸
。」（『
商
君
書
』
靳
令
））。
張
崇
礼
氏
は
、
単
育

辰
氏
の
「
や
」
と
隷
定
す
る
説
を
支
持
し
つ
つ
、「
や
」
は

「
懰
」
の
異
体
字
で
あ
り
、「
懰
」
は
怨
む
と
い
う
意
味
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
無
や
」
と
は
怨
み
言
を
言
わ
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
述
べ
る
（「
懰
、
或
从
留
。」（『
集
韻
』
尤
韻
）、「
懰
、

怨
也
。」（『
玉
篇
』
心
部
）、「
懰
、
懰
慄
、
憂
皃
。
一
曰
怨
也
。」

（『
集
韻
』
尤
韻
））。

確
か
に
、
諸
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
整
理
者
の
「
憨
」
と

い
う
隷
定
は
字
形
の
上
で
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

文
字
は
筆
画
が
鮮
明
で
は
な
い
た
め
に
確
定
し
が
た
い
が
、

単
育
辰
氏
の
指
摘
す
る
通
り
「
や
」
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
張
崇
礼
氏
の
解
釈
も
一
説
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
単
育
辰
氏
に
従
っ
て
「
や
」
と
隷
定
し
「
留
」
と
釈
読

す
る
。

（
17
）�

甚
善
…
整
理
者
は
「
尚
」
と
隷
定
し
、「
當
」
と
釈
読
し

て
い
る
が
、
読
書
会
は
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、「
尚
」

は
「
甚
」
の
訛
字
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
解
釈
に
従
う
。

（
18
）�

樹
…
整
理
者
は
「
ま
」
と
隷
定
し
、「
誅
」
と
釈
読
し
て

い
る
が
、
読
書
会
は
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、「
樹
」
と

釈
読
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
従
う
。

（
19
）�

┏

…
文
末
を
示
す
墨
鉤
。
下
に
留
白
が
あ
る
た
め
、
篇
末

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
20
）�

命
…
第
11
簡
背
面
の
中
央
部
分
に
記
さ
れ
て
お
り
、
篇
題

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
き
た
楚
の
在
地

性
文
献
は
、
篇
題
が
な
い
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
整
理
者

に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
博
楚
簡

の
第
八
分
冊
に
お
い
て
は
、「
王
居
」「
命
」
と
い
っ
た
篇
題
が

見
え
る
。『
王
居
』
は
篇
の
冒
頭
の
二
字
「
王
居
」
を
取
っ
て

名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
命
』
の
冒
頭
の
文
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字
は
「
命
」
で
は
な
い
た
め
、
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
黄
杰
氏
は
、
次
の
よ

う
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。「
本
篇
に
お
け
る
「
命
」
字
は
、

「
命
（
令
）
尹
」
の
意
味
を
除
け
ば
、
五
つ
あ
る
（「
命
吾
爲
楚

邦
」（
簡
１
）、「
先
大
夫
之
風
遺
命
」（
簡
２
）、「
命
求
言
以

答
」（
簡
３
）、「
命
勿
之
敢
違
」（
簡
３
）、「
君
王
之
所
以
命
」

（
簡
８
））。
こ
の
「
命
」
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ

る
。
一
つ
は
、
冒
頭
に
あ
る
句
、
具
体
的
に
は
第
１
簡
「
命
吾

爲
楚
邦
」
の
「
命
」
字
を
採
用
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
命
名
方
法
は
決
ま
っ
た
慣
例
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
良
い
解
釈
と
は
い
え
な
い
。
も
う
一
つ
は
、

内
容
に
関
連
す
る
、
も
し
く
は
内
容
を
概
括
し
た
篇
名
で
あ
る

可
能
性
で
あ
る
。
本
篇
で
は
令
尹
が
葉
公
子
高
の
子
に
「
遺

命
」
を
告
げ
る
よ
う
に
「
命
」
じ
、
葉
公
子
高
の
子
は
令
尹
の

「
命
」
に
違
わ
な
い
と
言
い
、
自
分
の
職
責
を
全
う
す
る
（「
命

求
言
以
答
」）
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
命
令
」
の
「
命
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
」（
読
書
会
「
上
博
八
《
命
》
校
読
」
学
者
評

論
第
四
十
九
楼
」）。
確
か
に
黄
杰
氏
の
見
解
の
よ
う
に
、「
命
」

と
い
う
篇
題
は
、
内
容
を
簡
潔
に
一
字
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
命
令
」
と
い
う
意
味
の
「
命
」
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
上
博
楚
簡
『
命
』
全
体
の
釈
読
を
行
っ
た
。

本
篇
は
、
葉
公
子
高
の
子
と
令
尹
子
春
に
よ
る
対
話
形
式
の
文
献

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
令
尹
子
春
が
葉
公
子
高
の
子
に
対
し
て
、「
楚
国
は
今
、

深
刻
な
人
材
不
足
で
あ
り
、
恵
王
か
ら
政
治
を
掌
る
よ
う
に
命
じ

ら
れ
た
が
、
自
分
に
は
そ
れ
が
で
き
る
と
は
思
え
な
い
」
と
い
う

心
中
を
述
べ
、
葉
公
子
高
の
教
誨
や
遺
命
を
告
げ
て
ほ
し
い
と
頼

む
。
そ
れ
に
対
し
て
葉
公
子
高
の
子
は
、「
あ
な
た
は
十
三
人
の

亡
父
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
能
力
が
あ
る
」
と
告
げ
、
一
見
高
い
評

価
を
下
す
。
そ
れ
に
疑
問
を
抱
い
た
子
春
は
、「
な
ぜ
賢
臣
で

あ
っ
た
葉
公
子
高
よ
り
自
分
の
方
が
優
秀
で
あ
る
と
言
え
る
の

か
」
と
葉
公
子
高
の
子
に
問
う
と
、
葉
公
子
高
の
子
は
、「
亡

父
・
葉
公
子
高
が
政
治
を
掌
っ
て
い
た
際
に
は
、
坐
友
五
人
、
立

友
七
人
に
自
分
を
あ
わ
せ
た
計
十
三
人
で
議
論
を
行
っ
て
い
た
。

今
、
子
春
に
は
坐
友
・
立
友
が
一
人
も
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
の
政
治
は
失
敗
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
十
三

人
の
亡
父
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
能
力
が
あ
る
」
と
答
え
る
。
つ
ま

り
、「
十
三
人
の
亡
父
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
能
力
が
あ
る
」
と
は
、

葉
公
子
高
の
子
の
令
尹
子
春
に
対
す
る
皮
肉
を
込
め
た
訓
戒
な
の

で
あ
る
。
子
春
は
よ
う
や
く
そ
れ
を
察
知
し
、
坐
友
三
人
、
立
友
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三
人
を
設
け
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。

上
博
楚
簡
『
命
』
に
は
、
王
の
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

登
場
人
物
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
楚
の
恵
王
に
関
連
す
る

文
献
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る（
3
）。
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い

る
上
博
楚
簡
の
楚
の
在
地
性
文
献
に
登
場
す
る
王
は
、荘
王
（『
荘

王
既
成
』『
鄭
子
家
喪
』）・
霊
王
（『
申
公
臣
霊
王
』）・
平
王
（『
平

王
問
鄭
寿
』『
平
王
与
王
子
木
』）・
昭
王
（『
昭
王
毀
室
』『
昭
王

与
龔
之

』『
君
人
者
何
必
安
哉
』）・
簡
王
（『
柬
大
王
泊
旱
』）

で
あ
り
、
今
回
は
じ
め
て
恵
王
に
関
す
る
文
献
が
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
上
博
楚
簡
の
楚
の
在
地
性
文
献
は
、
楚
の
王
権
に
対

す
る
教
戒
を
ま
と
め
た
故
事
集
で
あ
り
、
太
子
や
王
族
貴
族
の
子

弟
を
対
象
と
し
た
教
科
書
的
な
役
割
を
も
っ
た
文
献
で
は
な
い
か

と
の
推
測
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る（
4
）。

こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
き
た
楚
の
在
地
性
文
献
は
、
王
も
し
く

は
今
後
王
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
者
が
主
要
人
物
と
し
て
登
場

し
、
そ
う
し
た
人
物
と
の
対
話
形
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、『
命
』
に
は
王
は
直
接
登
場
せ
ず
、
会
話
中

に
「
君
王
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

内
容
も
、
臣
下
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
令
尹

と
い
う
臣
下
レ
ベ
ル
で
も
、
議
論
し
合
え
る
仲
間
を
そ
ば
に
置
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
命
』

の
主
な
読
者
対
象
は
、
将
来
、
王
を
補
佐
す
る
立
場
に
立
ち
、
政

治
に
参
加
し
て
い
く
人
物
、
つ
ま
り
高
級
貴
族
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
楚
の
在
地
性
文
献
が
教
育
目
的

で
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
は
、『
命
』
の
内
容
か
ら

判
断
し
て
も
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
楚
の
在
地
性
文
献
と
伝
世
文
献
と
を
比
較
・
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
楚
国
の
政
治
の
実
態
や
楚
の
在
地
性
文
献
の
特
質

を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

注

（
１
）
陳
剣
氏
は
、
網
名
「ljltom

」
氏
（
簡
帛
網
、
簡
帛
論
壇
）、
単
育
辰

氏
（
読
書
会
「
上
博
八
《
王
居
》、《
志
書
乃
言
》
校
読
」、
学
者
評
論
第

十
六
楼
）、
程
少
軒
氏
（
読
書
会
「
上
博
八
《
王
居
》、《
志
書
乃
言
》
校

読
」、
学
者
評
論
第
十
八
楼
）
ら
各
氏
の
説
を
受
け
て
竹
簡
を
再
排
列
し

て
い
る
。

　

各
説
の
引
用
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、

復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
論
文
・
札
記
は
、
本
文
の
後
に
「
学
者
評
論
」
と
い
う
部

分
が
あ
り
、
自
由
に
コ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
、
後
に
「
網
摘
「《
上
博
八
》
専
輯
」
と
い

う
よ
う
な
形
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
帛
網
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で
は
「
簡
帛
論
壇
」
に
お
い
て
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
の
部
類
は
、
正
式
な
論
文
で
は
な
い
も
の
の
、

意
見
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
、
実
際
に
論
文
に
引
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
た

び
た
び
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
に
は
本
名
が
書
か
れ
て
い

な
い
（「
網
名
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
も
多
く
、
ど
こ
ま
で
引
用

す
る
か
に
つ
い
て
は
非
常
に
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
試
み

に
、
重
要
な
部
分
の
み
、
出
自
を
明
示
し
つ
つ
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

引
用
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
の
先
生
方

よ
り
ご
意
見
を
賜
り
、
そ
れ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ

こ
に
付
記
す
る
。

（
２
）
竹
簡
の
再
排
列
に
よ
り
、『
命
』
は
全
九
簡
、
総
字
数
二
百
二
十
三
字

と
な
る
（
第
四
簡
は
二
十
五
字
、第
五
簡
は
二
十
六
字
）。
参
考
ま
で
に
、

上
博
楚
簡
『
命
』
第
４
簡
・
第
５
簡
の
原
文
・
釈
文
・
訓
読
を
以
下
に

記
す
。

　

外
臣
、
而
居
う
（
吾
）
す
〓
（
左
右
）、
不
爯
（
稱
）
せ
（
賢
）、
進

可
（
何
）

（
以
）
そ
（
聘
・
屏
）
柍
（
英
・

・
輔
）
我
、則
戠
（
職
）

爲
民
ち
（
窮
︱
仇
？
）
つ
（
讎
）。
う
（
吾
）
て
（
聞
）、
古
【
命
４
】

之
善
臣
、
不

（
以
）
厶
（
私
）
思
〈
惠
〉
厶
（
私
）
と
（
悁
・
怨
）

內
（
入
）
于
王
門
■

。
非
而
所

（
以
）
な
（
復
）、
我
不
能
に
（
貫
）

壁
而
見
（
視
）
ぬ
（
聖
・
聽
）、【
命
５
】
…
…

…
…
外
臣
、而
居
吾
左
右
、不
稱
賢
、進
何
以
屏
輔
我
。
則
職
爲
民
仇
讎
。

吾
聞
古
之
善
臣
、
不
以
私
惠
私
怨
入
于
王
門
。
非
而
所
以
復
。
我
不
能

貫
壁
而
視
聽
、
…
…

（
…
…
外
臣
、
而
し
て
吾
が
左
右
に
居
く
も
、
賢
を
称
げ
ず
、
進
む
る
に

何
を
以
て
我
を
屏
輔
せ
ん
。
則
ち
職
は
民
の
仇
讎
と
為
る
。
吾
れ
聞
く

古
の
善
臣
は
、
私
恵
私
怨
を
以
て
王
門
に
入
ら
ず
と
。
非
と
し
て
復
す

る
所
以
な
り
。
我
れ
壁
を
貫
き
て
視
聴
す
る
能
わ
ず
、
…
…
）

（
３
）
な
お
、
浅
野
氏
は
『
王
居
』
と
上
博
楚
簡
『
命
』・
清
華
簡
『
楚
居
』

と
の
関
連
か
ら
、『
王
居
』
の
「
君
王
」
も
恵
王
の
こ
と
を
指
す
と
指
摘

し
て
い
る
（
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
王
居
》
之
復
原
与
解
釈
」
お
よ

び
「
上
博
楚
簡
『
王
居
』
の
復
原
と
解
釈
」）。

（
４
）
陳
偉
「《
昭
王
毀
室
》
等
三
篇
幾
個
問
題
」（『
出
土
文
献
研
究
』
第
七

輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
荘

王
既
成
』
の
予
言
」・「
太
子
の
「
知
」
︱
上
博
楚
簡
『
平
王
与
王
子

木
』
︱
」・「
上
博
楚
簡
『
平
王
問
鄭
寿
』
に
お
け
る
諫
言
と
予
言
」（
浅

野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）
︱
上
博
楚
簡
研
究
︱
』、

二
〇
〇
八
年
九
月
、
汲
古
書
院
）、
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
王
居
》
之

復
原
与
解
釈
」
お
よ
び
「
上
博
楚
簡
『
王
居
』
の
復
原
と
解
釈
」）
な
ど
。

《
参
考
文
献
》

・
劉
信
芳
「
上
博
蔵
竹
書
『
柬
大
王
泊
旱
』
聖
人
諸
梁
考
」（『
中
国
史
研
究
』

二
〇
〇
七
年
第
四
期
・
総
第
一
一
六
期
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）

・
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
王
居
』
の
復
原
と
解
釈
」（
浅
野
裕
一
・
小
沢
賢

二
『
出
土
文
献
か
ら
見
た
古
史
と
儒
教
経
典
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
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八
月
）

▼
簡
帛
網
・
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・
陳
偉
「
上
博
八
《
命
》
篇
賸
義
」（
二
〇
一
一
年
七
月
十
九
日
）

・
陳
偉
「
上
博
楚
竹
書
《
王
居
》
新
編
校
釈
」（
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
日
）

・
陳
偉
「
上
博
八
零
識
（
二
則
）」（
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
五
日
）

・
曹
方
向
「
読
上
博
楚
簡
第
八
冊
瑣
記
」（
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
二
日
）

・
劉
信
芳
「
上
博
蔵
八
試
読
五
則
」（
二
〇
一
一
年
九
月
九
日
）

・
黄
浩
波
「
試
説
令
尹
子
春
即
郚
公
子
春
」（
二
〇
一
一
年
十
月
二
十
七
日
）

▼
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心�

�
（http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/

）

・
沈
培
「《
上
博
（
六
）》
和
《
上
博
（
八
）》
竹
簡
相
互
編
聯
之
一
例
」（
二

〇
一
一
年
七
月
十
七
日
）

・
復
旦
吉
大
古
文
字
専
業
研
究
生
聯
合
読
書
会
「
上
博
八
《
命
》
校
読
」（
二

〇
一
一
年
七
月
十
七
日
）

・
復
旦
吉
大
古
文
字
専
業
研
究
生
聯
合
読
書
会
「
上
博
八
《
王
居
》、《
志
書

乃
言
》
校
読
」（
二
〇
一
一
年
七
月
十
七
日
）

・
陳
剣
「《
上
博
（
八
）・
王
居
》
復
原
」（
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
日
）

・
単
育
辰
「
佔
畢
随
録
之
十
五
」（
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
二
日
）

・
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
王
居
》
初
探
」（
二
〇
一
一
年
八
月
十
九
日
）

・
王
寧
「
再
説
楚
簡
中
的 

＂視
日
＂」 （
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
日
）

・
網
摘
「《
上
博
八
》
専
輯
」（
二
〇
一
一
年
十
月
一
日
）

・
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
《
王
居
》
之
復
原
与
解
釈
」（
二
〇
一
一
年
十
月
二

十
一
日
）

・
雍
宛
苡
「《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
八
）》
虚
詞
初
探
」（
二
〇
一
二

年
五
月
十
三
日
）

・
張
崇
礼
「《
上
博
八
・
命
》
文
字
考
釈
」（
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
）

［
付
記
１
］
本
稿
の
執
筆
に
先
立
ち
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
一
日
～
二
十

二
日
お
よ
び
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
中
国
出
土
文
献

研
究
会
の
研
究
会
合
に
お
い
て
先
生
方
よ
り
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
本
稿

は
、
そ
の
折
の
原
稿
に
修
正
を
加
え
、
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
付
記
２
］
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
～
平
成
二
十
四
年
度
日
本
学
術
振

興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

（ 110 ）




